サイバー スペース : オウライ ノ クウカン by 勝又 正直
サ イバ ー ス ペ ー ス:「 往 来 」 の空 間?
勝 又 正 直
The Cyberspace : the space of  "Orai"  ? 
         KATSUMATA Masanao
キ 一 ワ ー ド:キ ー ワ ー ド:イ ン タ ー ネ ッ ト、 往 来 、 往 来 物 、 マ ル チ メ デ ィ ア
Keywords:Internet,Ourai,Ouraimono,Multi-Media
1は じ め に
イ ンターネ ッ トは、学術用 のメールなどの交換 か ら、
テキス ト・画像 ・音声 など さまざまな内容 を提供 するマ
ル チ ・メデ ィアなWorld　Wide　Web(WWW)の 場へ と
発展 し、今 や巨大 な情報空 間(サ イバ ースペース)を 形
成 す るに至 った。(「サ イバ ー スペー ス」(Cyberspace)
とは もともとはウィリアム ・ギブスンがSF小 説 『ニュー
ロマ ンサ ー』 のなかで用 いた言葉で、 コ ンピュー タ一
ネ ッ トの仮想 空間 を指 す1))。この発展 は当初 の学術用
の 目的か らは想像 もで きない発展で あ った と言 える。
だが このメール などの応答 か らマルチ ・メデ ィアな情
報の空間へ発展は、はた して奇妙な ものなのであろ うか?
本稿 は、 日本 にお ける 「往来物」 の発達 を振 り返 る こ
とで、 この イ ンターネ ッ トの発達が決 して奇妙 な もので
ない ことを明 らか にす る。 そ して この 「往来」 の空間 の
もつ可能性 につ いて若干 の予測 をたて てみたい。
2　 「往来」から 「往来物」へ
試 み に、「往来」 の定義 を辞書に求 めてみよ う。・
「お う らい(ワウ・・)【往来 】
1(― す る)人 や事物 が行 った り来 た りす る こと。 ま
た、その人。













8相 場が一定の範囲内を上下 して、大幅な値動 きをし
ないこと。持合い。」2)

















































到来す。更に余欝(よ うつ)を胎(の こ)すこと無 し。
便宜をもって俳徊せられば尤(も っと)も本望也。







(なら)び に初献 の料 に海 月(く らげ)、熨 斗鮑(の
しあわ び)、梅干。 削 り物 は、干鰹(ほ しがつ お)、
円鮑(ま るあわび)、干蛸(ほ しだ こ)、魚躬(の み)、
煎海鼠(い りこ)。 生物 は、鯛(た い)、鱸(す ず
き)、鯉(こ い)、鮒(ふ な)、鯔(な よ し)、王余魚
(かれい)、雉(き じ)、兎、雁、鴨、鶉(う ず ら)、
雲 雀(ひ ば り)、水鳥、 山鳥一番(ひ とつが い)。
塩 肴(し お ざかな)は 、鮎(あ ゆ)の 白干、鮪(し
び)の 黒作(く ろづ くり)、鱒 の楚割(す いり)、鮭
(さけ)の 塩 引、 鯵(あ じ)の 鮨、鯖(さ ば)の 塩
漬 、干鳥、 干兎、 干鹿、干江豚(い るか)、豕(い
の こ)の 焼 皮、熊 の掌(た なごころ)、狸 の沢渡 、
猿 の木 取(こ と り)、鳥 醤(と りび しお)、 蟹味 噌
(かにみそ)、海鼠腸(こ のわだ)、・鱗(う るか)、
烏 賊(い か)、 辛 螺(に し)、栄 螺(さ ざえ)、 蛤
(はま ぐ り)、 ・交 雑 喉(え び ま じりざ こ)、 氷魚
(ひうお)等 。
或 いは買いお ぎのい、或いは乞 い索(も と)め 、
これを進ぜ しめ候。猶以 って不足 の事候 わば、使者





御無 沙汰 のため、あなたの御様子 を心配 して お り
ま した ら、早速 お手紙 を頂戴 いた しま したので、気
持 ちが晴れ晴れ致 しま した。 ご都合 のよろ しい折 に
お越 し下 されば、 大変 うれ しく存 じます。
さて、賓客 のために ご多用 のことと拝察す る次第
ですが、あなたが借用 を希望 され た品 々の うち、私
が持 ってい るものは全て提供 いた しま しょう。
灯 台、火鉢、蝋燭 台は ご指示が ございませ んで し
たが、 ご必要 か と存 じますので、 お貸 し申 し上 げま
しょう。
能米、馬の大豆、秣、糠、藁、味噌、醤、酢、酒、
塩梅、 ならびに初献の料理用 の海月、熨 斗鮑 、梅干、
それか ら削 り物 に は干鰹 、円鮑 、干蛸、魚躬、煎海
鼠、生 もの には、鯛、鱸 、鯉、鮒、鯔 、王余魚、雉 、
兎、雁、鴨、鶉、雲雀、水鳥、山鳥一つがい、 また、





これ らを購入 した り、探 して、貴殿 にお届 け致 し


























点(か たてん)と いうのに対 して、返 り点と送 り仮名を
















註が発展 して絵 が書 き込 まれ るよ うにな る。




















































以上、 「往来 物」 の展 開 を追 ってみ た。 そ こで は手紙
の交換か ら手紙模範例集、 さ らに情報発信冊子 とい う展
開が見 られ ることが わか った。 イ ンターネ ッ トはメール
の交換か ら情報提供 の場 と してのホームペー ジとい う発
展 を遂 げたのだが、 じつ はそれは 「往来物」 とい う先例
が あったので ある。
もともと人間の コ ミュニケー ションは対話 的な関係 か
ら始 まる。 たとえ それが モノローギュ シュ(独 白的)な
ものへ転 じようと、 その出自に対話 的な関係 が潜在 して
いる19)。
「往来物」 にお いて手紙 の もつ対話性 は、註 とい う別
のテキス トへの参照 へ と発展 して い き、 「往来 物」 は し
だいに 「問 テキス ト性 」(intertexuality)20)を帯 び るよ
うになる。 さらに読み と註 と挿 し絵 とい うマルチメデ ィ
アな参照関係を作 り上 げることで 「間 メデ ィア性」 を作
り上 げるにいったので ある。
イ ンターネ ッ トが もつ 「ハ イパ ーテキス ト性」 とマル
チ メデ ィア性 は、対話関係 の発展 と しての 「間 テキス ト
性」 と 「間 メデ ィア 性」 の現れ に過 ぎない。 そ してそれ
は 「往来物」 とい うマル チメディアな出版物 によ って先
取 りされていたのであ る。
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